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大東市の支援教育 
 

 

 

ユニバーサルデザインとは、障がい、年齢、性別、言語等、人がもつそれぞれの違いを越え

て、すべての人が暮らしやすくなることを前提とした概念です。もともとは建築用語として使

われていましたが、この考えを教育にも活かそうというのが「教育のユニバーサルデザイン」

です。つまり、障がいのあるなしにかかわらず、全ての子どもたちが安心して過ごすことので

きる居心地の良い学級、学校をめざすということです。 

大東市の学校園では「教育のユニバーサルデザイン」による学校園づくりの取り組みを通し

て、支援教育の充実を進めています。 

では、具体的にどんなことが行われているのかというと…例えば、黒板のまわりの掲示物を

できるだけ少なくしてすっきりさせる。こうすることで授業に集中しやすい環境がつくられま

す。また、授業の始めに、流れや、めあてを示す。これは、子どもたちが見通しを持って安心

して授業に取り組むことにつながります。集中しやすい環境、安心して授業に臨めることは、

わかりやすい授業への一歩になります。他にも、１回の指示で伝えることは１つにする、チョ

ークの色に配慮した板書など、わかりやすい授業や活動をめざし、教員も研修等を重ねていま

す。 

 そして、子どもたちにとって何よりも大切なのが、あたたかい人間関係をつくっていくこと

です。子どもどうしが互いに知り合い、関わり合う中で、違いを認め合い、互いに尊重し合え

る。そんな集団であれば、自分の持てる力を十分発揮することができます。子どもどうしをつ

なぐ集団づくりを今後も大切にしていきます。 

 

 
  

家庭学習の教材を探しておられるなら、大東市のホームページより「大東学び

合いネット」にアクセスしてください。「大東ステップアップ学習プリント」が

あります。問題と解答を配信していますので、家庭学習にぜひご利用ください。   

市内各小・中学校でも取り組んでいます。 

 

大東市教育委員会だより            平成３０年７月１７日発行 

   第４１号 

大東市のホームページでも「えがお大東っ子」をご覧いただけます。 

http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/gakoukyoiku/kyouikukenkyu/egaodaitoukko/ 

 

進めています！教育のユニバーサルデザイン 
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 大東市の学校給食では、子どもたちに食べ物への関心を深めて

もらうために、地元で作られたお米や野菜など、地場産物の活用

に取り組んでいます。 

 大東市の地産地消を進めるために、季節に応じて、米、じゃが

いも、たまねぎを使っています。その一環としてお米をつくるた

めに灰塚小学校の５年生が６月に谷川地区の田んぼを訪れ、田植

えの体験をしました。初めて体験する児童が多かったのですが、

泥に埋もれていく足元に歓声・悲鳴をあげながら一生懸命に苗を

植えていました。 

秋までの大変なお世話は、生産者の方にお願いします。 

感謝の気持ちを忘れず、実りの秋を待ちます。 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

       

             

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大東市立の幼稚園・小学校・中学校では、それぞれ食育担当者を決め、食育の推進に

取り組んでいます。とりわけ小・中学校では給食をただの食事としてだけではなく、食

育のための教材としても位置づけています。 

大東市の中学校の給食は、小学校とは異なるランチボックス式の給食です。１年生のみなさん

は、初めは戸惑ったと思いますが、今は慣れてきたころでしょうか。 

ランチボックスに一人分ずつ盛り付けられる給食は、調理業者の施設で作られています。その

施設に、毎年各中学校の給食担当者が見学に行っています。今年度は調理作業ではなく、洗浄作

業の様子を中心に拝見しました。 

食器は自動洗浄されます。自動で容器とふたを分け、そして残食を排出します。洗い終わった

食器は、破損がないか確認をしてから、乾燥機を使って温度９０度で６０分ほど乾燥させて消毒

もします。 

「美味しく安全な給食」を提供するために、安全・衛生面の徹底は想像以上でした。 

 
中学生は、人生の中で心身ともに最も成長の著しい時です。 

心もおなかも満腹になる給食をこれからもめざします。 
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この大会は、普段スポーツが苦手だと感じている方にも、気軽に参加していただけるように、

簡単なニュースポーツを取り入れて、大東市スポーツ推進委員が開催しています。 

今回の種目のカローリングは、氷上で行うカーリングの床上版であり、ストーンの代わりに

プラスチック製のジェットローラーを使い、9ｍ先の的をめがけ交互に投じ、得点を競います。 

また、ボール deビンゴは、本市スポーツ推進委員が考案したニュースポーツで、6ｍ先のビ

ンゴ盤の穴をめがけてボールを転がし、縦・横・斜めのビンゴの完成をめざす種目です。 

いずれも 1チーム 4人でゲームを行いますが、1人からでも参加できます。気兼ねなく、ゆ

ったりとした気持ちで、スポーツを楽しんでみませんか。ご参加をお待ちしております。 

また、グラウンドでは、ゲートボール連盟による講習会を行います。 

 

      ・日時：平成 30年 9月 9日（日） 

         午前 9時 30分から開始 

・場所：大東市立深野小学校体育館 

     ・種目：カローリング、ボール deビンゴ他 

     ・持ち物：体育館シューズ 

          ※水分補給は各自でお願いします。 

・参加費：無料 

 

 

 

今年で 44 回目を迎える大東市民マラソン大会は、深北緑地球技広場をスタート・ゴールと

し、園内の周回路を走ります。 

小学生の方には 2.2 kmの部、一般（16歳以上）の方には 10 km・5 kmの部、50歳以

上・中学生の方には 3 km の部がそれぞれあります。また、親子で一緒に駆け抜けるファミリ

ーの部（2 .2 km）は、とてもおすすめの種目です。 

 秋真っ只中の深北緑地の美しい紅葉の中で、親子で共に気持ちの良い汗を流してみませんか。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

・日時：平成 30年 11月 18日（日）小雨決行 

         午前 9時 30分から開会式 

         雨天予備日：12月 2日（日） 

・場所：深北緑地球技広場 

※・申込期間：9 月 3 日（月）～10 月 15 日（月） 

・受付場所：スポーツ振興課（市民会館 5階） 

・参加料：300円 
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大東市立図書館では、今年度も「図書館を使った調べる学習コンクール」を開催します。こ

のコンクールは、図書館の本などを使って、気になることや興味のあることを調べて作品にま

とめ、応募するものです。応募期間は 8月 20日から 9月 17日まで。市内に住んでいる小学

生から大人の方まで応募できます。 

昨年度は、計 458点もの応募作品が集まり、その中から選ばれた優れた作品に「市長賞」な

ど各賞が授与されました。入賞作品の一部は、全国コンクールにも出品されます。 

市内の３図書館（中央・西部・東部）では、調べる学習コンクールの作品づく

りをサポートする「説明会」や「相談会」も開催します。この夏、ぜひ「調べる

楽しさ」や「発見するよろこび」を見つけてください。詳しくは、広報『だいと

う』や図書館のチラシ・HP をご覧になるか、直接図書館までお尋ねください。 

 

 


